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地震学と地震津波防災
Seismology vs earthquake and tsunami disaster mitigation
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地震や津波は災害要因である．災害要因を研究対象とする地震学は，よって，純粋な理学ではない．我々は好む好ま
ないに関らず，防災ということを通して社会と密接に関係している．我々は，地震や津波のデータを使って物理モデル
を構築することを最終的な目標とするのではなく，研究成果が本当に防災に役立っているのか，単に予算確保のために
防災という看板を掲げているだけではないか，などについて常に内省する必要があるだろう．巨大災害を防ぐことを第
一とするなら，多くの仮定に基づく地震の発生確率を公表するよりも，その地域で発生しうる最大規模の震動や津波の
調査研究にもっと努力が向けられるべきではなかったか．さらに，より直接的に社会に貢献するためには，理学として
の地震学を進めるだけでなく，地震工学や歴史学の考え方や手法を吸収することも大切だったのではないだろうか．こ
こでは，2011年 11月に地震学会特別セッションとして行われた地震学と防災に関する議論とアンケート結果，さらに地
震学会員からの意見論文の内容を紹介しながら，地震学の知見と防災との関係についてあらためて検討したい．
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